
             

ボクの名前はコウシ君。実にベタな名前で嫌なのだ 

でも、高志塾のマスコットとして大人気なのだ 

メタボと言われるが、ドラえもんよりはスマートなのだ 
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中２までは受験のことを考えたくないのだ 

でも、受験はやってくるのだから頑張るしかないのだ 

高志塾はいい塾なのだ 
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坪木先生はけっこうイケメンなのだ 

しかし騙されるな、テスト前は鬼の形相になるのだ 

ボクも毎日、こき使われているのだ 
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事務長の裕子先生は優しいのだ 

テスト当日の早朝特訓の時は美味しい朝ごはんを作ってくれるのだ 

そうでなければ誰が朝の６時から… 
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テスト前の休日は 12 時間特訓授業があるのだ 

ボクは嫌だけど、なぜか皆は頑張るのだ 

だから、みんなの成績が上がるのだ 
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文系担当の高橋先生は年齢不詳なのだ 

ジャズをこよなく愛し、自らもウッドベースを弾くのだ 

ウッドベースの弾き語りって…できるのか？ 
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高志塾の生徒たちは不思議とよく勉強するようになるのだ 

それでも日頃のウップンを晴らすためか、ボクの頭を叩く子がいる 

だからボクはカウボーイハットをかぶるようになったのだ 
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高志塾に通う生徒がイキイキと勉強するようになるのには理由がある 

実はボク、学問の神様が作り出した妖精なのだ 

だから君も、ここに来れば魔法にかかったように勉強するようになるのだ 


